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三木 勉

印
刷
部
数
10
万
9
7
0
0
部

Ｗ
ｅ
ｂ
版
2
月
末
賃
金
ア
ン
ケ

ー
ト
を
2
月
26
日
か
ら
実
施
し
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
回
答
の

際
は「
け
ん
せ
つ
」

帯
封
を
お
手
元

に
。
（
2
面
に
関

連
記
事
）

2
0
2
2
年
度
東
京
土
建
一
般

労
働
組
合
本
部
役
員
選
挙
に
つ
い

て
左
記
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

2
2
0
2
2
年
2
月
1
日

第
75
回
定
期
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

桒
山

浩
司

一
、
本
部
役
員
定
数

役
員
定
数
は
2
月
1
日
の
第
11

回
中
央
執
行
委
員
会
で
以
下
の
と

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

①
中
央
執
行
委
員
長（
非
専
従
）

1
人
（
現
行
通
り
）

②
中
央
副
執
行
委
員
長
（
非
専

従
）
6
人
（
現
行
通
り
）

③
書
記
長
（
専
従
）
1
人
（
現

行
通
り
）

④
書
記
次
長（
専
従
）5
人（
現

行
通
り
）

⑤
常
任
中
央
執
行
委
員
19
人

（
以
下
の
非
専
従
・
専
従
の
合
計

数
）非

専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
10

人
（
1
人
減
）

専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
9
人

（
現
行
通
り
、
人
事
選
考
委
員
会

の
推
せ
ん
に
よ
る
）

⑥
中
央
執
行
委
員
45
人
（
1
人

減
）（
各
支
部
か
ら
非
専
従
1
人
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
書
記
1
人
）

⑦
会
計
監
査
（
非
専
従
）
3
人

（
現
行
通
り
）

※
な
お
、
常
任
執
行
委
員
待
遇
、

中
央
執
行
委
員
待
遇
、
特
別
中
央

執
行
委
員
の
選
出
は
中
央
執
行
委

員
会
で
任
命
さ
れ
ま
す
。

二
、
立
候
補
受
付

選
挙
管
理
委
員
会
を
下
記
の
日

程
と
会
場
に
定
め
て
立
候
補
を
受

付
け
ま
す
。

①
受
付
期
間

2
0
2
2
年
3

月
1
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
2
時

②
受
付
会
場

け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
（
2
階

応
接
室
）

③
受
付
方
法

立
候
補
は
1
人

1
役
職
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
定

め
た
立
候
補
届
出
用
紙
に
て
必
要

事
項
を
記
入
し
署
名
の
上
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
ま
す
。
立

候
補
す
る
役
職
の
変
更
は
受
付
期

間
中
と
し
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
、
第
12
回
中
央
執
行
委
員

会
（
3
月
1
日
開
催
）
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

開
催
と
な
る
場
合
は
、
2
月
22
日

開
催
の
第
2
回
大
会
準
備
委
員
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
で
受
付
方
法

等
に
つ
い
て
確
認
を
行
な
っ
た
の

ち
、
各
支
部
へ
別
途
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
立
候
補
者
一
覧

受
付
終
了

後
、
立
候
補
届
に
も
と
づ
き
立
候

補
者
一
覧
を
発
行
し
、
各
支
部
書

記
局
宛
に
送
り
ま
す
。
立
候
補
一

覧
の
記
載
順
序
は
各
役
職
の
受
付

順
と
し
ま
す
。
但
し
、
中
央
執
行

委
員
は
支
部
順
と
し
ま
す
。

三
、
選
挙

役
員
選
挙
は
役
職
ご
と
に
第
75

回
定
期
大
会
（
3
月
21
日
）
で
行

な
い
、
選
挙
の
時
間
は
選
挙
管
理

委
員
会
が
大
会
運
営
委
員
会
と
協

議
し
て
定
め
ま
す
。

四
、
選
挙
人

選
挙
人
は
資
格
審
査
を
経
た
第

75
回
定
期
大
会
を
構
成
す
る
代
議

員
で
す
。
た
だ
し
、
投
票
時
間
中

に
出
席
し
て
い
な
い
選
挙
人
は
投

票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
中
小
法
人
や
個
人

事
業
者
を
対
象
と
し
た
事
業
復
活

支
援
金
の
受
付
が
1
月
31
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
事
業
者
で
、
2
0

2
1
年
11
月
か
ら
2
0
2
2
年
3

月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高

が
、
2
0
1
8
年
、
2
0
1
9
年
、

2
0
2
0
年
の
い
ず
れ
か
同
じ
月

の
売
上
高
と
比
較
し
て
、
50
％
以

上
、
ま
た
は
30
％
以
上
50
％
未
満

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で

す
。
中
小
法
人
の
場
合
は
年
間
売

上
げ
が
1
億
円
未
満
の
事
業
者
に

は
最
大
1
0
0
万
円
、
5
億
円
以

上
の
事
業
者
に
最
大
2
5
0
万
円

が
、
個
人
事
業
者
に
は
最
大
で
50

万
円
支
給
で
す
。

各
支
部
で
給
付
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
今

月
は
確
定
申
告
相
談
を
優
先
し
、

事
業
復
活
支
援
金
の
相
談
は
3
月

か
ら
と
い
う
支
部
も
あ
り
ま
す
。

自
治
体
独
自
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
も
支
部
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

相
談
会
の
日
程
な
ど
、
支
部
の
Ｈ

Ｐ
や
機
関
紙
、
群
会
議
の
話
題
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
・
要
望
を

中
小
企
業
庁
へ

東
京
土
建
を
は
じ
め
と
す
る
4

土
建
・
1
県
連
と
国
土
交
通
労
組
、

建
交
労
な
ど
で
構
成
す
る
建
設
ア

ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
は
、
事
業

復
活
支
援
金
に
つ
い
て
手
続
き
の

緩
和
と
給
付
額
の
増
額
、
4
月
以

降
の
適
用
や
、
あ
る
い
は
持
続
化

給
付
金
な
み
の
新
制
度
の
創
設
な

ど
を
求
め
て
、
今
月
、
中
小
企
業

庁
へ
の
要
請
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
事
業
復
活
支
援
金
の
申
請
を

行
な
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・

要
望
も
中
小
企
業
庁
へ
伝
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
支
部
へ
寄
せ
て
下

さ
い
。

【
西
多
摩
・
書
記
・
濱
徹
通
信

員
】
1
月
23
日
午
前
10
時
か
ら
西

多
摩
支
部
会
館
駐
車
場
に
て
、「
フ

ー
ド
エ
イ
ド
＠
は
む
ら
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

支
部
と
し
て
は
初
め
て
の
取
組

で
、
ど
の
程
度
の
参
加
が
あ
る
か

全
く
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当

日
は
、
近
所
の
方
な
ど
一
般
参
加

者
28
世
帯
、
役
員
、
組
合
員
な
ど

37
人
、
市
議
・
都
議
他
共
闘
団
体
、

東
京
土
建
本
部
、
他
支
部
、
書
記
、

西
の
風
新
聞
な
ど
合
わ
せ
て
90
人

以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
仕
事
と
く

ら
し
に
困
窮
す
る
方
の
増
加
も
懸

念
さ
れ
、
食
料
・
日
用
品
支
援
と
、

三
多
摩
法
律
事
務
所
や
西
多
摩
労

組
連
な
ど
の
協
力
で
な
ん
で
も
相

談
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
法
律
相
談
2
件
、
教

育
相
談
2
件
が
あ
り
ま
し
た
。
来

場
者
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
仕
事
が
な
く
な
っ
た
、
仕
事
が

決
ま
ら
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
方

が
10
人
、
「
家
賃
の
滞
納
」
と
回

答
が
2
人
あ
り
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
を
見
て
車
で
食
料
品
を

届
け
て
く
れ
た
地
域
の
方
や
、「
コ

ー
ヒ
ー
豆
を
寄
付
し
た
い
」
と
い

う
地
域
の
商
店
、
「
洗
剤
を
寄
付

し
た
い
の
で
取
り
に
来
て
ほ
し

い
」
と
い
う
依
頼
、
お
米
な
ど
を

持
参
し
て
く
れ
た
仲
間
の
方
な
ど

食
品
・
日
用
品
あ
つ
め
で
協
力
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
は
む
ら
か
ら
も
食
品

の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
昨
年
末
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
1
で
放

送
さ
れ
た
「
河
瀬

直
美
が
見
つ
め
た

東
京
五
輪
」
で
の

「
虚
偽
字
幕
問
題
」
の
決
着
が

つ
い
て
い
な
い
。
こ
の
番
組
は

河
瀬
直
美
監
督
に
よ
る
東
京
五

輪
公
式
記
録
映
画
の
製
作
過
程

を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
島
田
角
栄
監
督
に
密
着
し
、

島
田
監
督
が
取
材
し
た
男
性
の

映
像
に
、
「
五
輪
反
対
デ
モ
に

参
加
し
て
い
る
と
い
う
男
性
」

「
実
は
お
金
を
も
ら
っ
て
動
員

さ
れ
て
い
る
と
打
ち
明
け
た
」

と
の
字
幕
を
つ
け
た
。

■
放
送
を
見
た
視
聴
者
か
ら

字
幕
の
真
偽
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
調
査

の
結
果
、
根
拠
が
な
か
っ
た
こ

と
を
認
め
、
河
瀬
監
督
と
視
聴

者
に
謝
罪
し
た
。
し
か
し
五
輪

反
対
デ
モ
主
催
者
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

申
し
入
れ
し
た
が
、
明
確
な
謝

罪
を
受
け
て
い
な
い
。

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

の
ラ
イ
ブ
中
継
で
五
輪
反
対
の

声
を
消
し
、
五
輪
開
催
中
は
新

規
感
染
者
数
が
1
万
人
を
超
え

よ
う
が
五
輪
礼
賛
報
道
に
終

始
、
世
論
調
査
で
は
五
輪
開
催

の
た
め
に
恣
意
的
な
変
更
を
行

な
っ
た
。
字
幕
も
五
輪
礼
賛
の

た
め
、
反
対
運
動
に
冷
水
を
浴

び
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

■
「
虚
偽
字
幕
問
題
」
は
Ｂ

Ｐ
Ｏ
の
放
送
倫
理
検
証
委
員
会

に
係
っ
て
い
る
が
、
深
刻
な
事

案
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
論

議
を
継
続
す
る
と
判
断
し
て
い

る
。
Ｂ
Ｐ
Ｏ
は
こ
の
問
題
を
看

過
せ
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
公

正
な
放
送
を
提
供
す
る
よ
う
に

改
善
を
求
め
て
も
ら
い
た
い
。

初めての取り組みに90人以上参加

積
極
的
に
活
用
し
て
い
こ
う

建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
は
改
善
を
要
請

昨年の月次支援金相談会（港支部）

仲
間
が
米
を
持
参

西多摩

協
力
広
が
る
フ
ー
ド
エ
イ
ド

事業復活支援
の内容は東京
土建ＨＰで

２
０
２
２
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

２
０
２
２
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

２
月
末
賃
金
調
査

Ｗ
ｅ
ｂ
で
回
答
も


